
民生常任委員会報告事項資料

０、１、２歳児の保育料軽減について

① 保育料軽減の概要 ＜独自多子軽減制度のイメージ＞

ア 軽減内容

□ 一律１０％引き下げ

□ 独自多子軽減制度の導入

第１子の対象を高校３年生まで拡大

※ 所得制限なし

イ 影響額

約２，５００万円

ウ 実施時期

令和６年４月利用分から適用

② 現行の保育料

ア 年間の保育料等の額　・・・　約１億円（市が直接徴収しない認定こども園等を含む）

イ ０～２歳の保育料区分（令和４年度の状況）

所得階層（目安としての世帯収入）

生保・非課税 ～260万円 ～330万円 ～360万円 ～470万円 ～640万円 ～930万円 ～1,130万円 1,130万円～

利用者数 446 4 34 23 50 52 161 105 13 4

全額負担 184 8 23 19 64 59 8 3

半額負担 51 46 4 1

無料 211 4 34 15 27 33 97 1

月額保育料（全額負担の場合） －
12,500円
～19,500円

22,100円
～27,300円

ひとり親等の場合 － 3,600円 3,600円

区分 全体（人）
※平均人数

無料 無料
27,300円
～30,000円

33,600円
～44,500円

50,000円
～61,000円

67,300円
～80,000円

88,000円
～104,000円

世帯年収　～640万円 世帯年収　640万円～
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